
珈　
「
福
島
を
忘
れ
な
い
」「
福
島
と
寄
り
添
う
」
な
ど

と
言
う
と
き
人
は
し
ば
し
ば
「
自
分
の
言
っ
て
い
る
こ

と
は
絶
対
に
正
し
い
」
と
す
る
独
善
性
に
陥
り
が
ち
だ
。

復
興
事
業
は
遅
れ
て
い
て
、
福
島
の
農
業
（
特
に
コ
メ
）

は
壊
滅
的
で
、
人
口
流
出
が
止
ま
ら
な
い
。
こ
ん
な
イ

メ
ー
ジ
だ
ろ
う
。
だ
が
開
沼
博
『
は
じ
め
て
の
福
島
学
』

（
イ
ー
ス
ト
・
プ
レ
ス
、
１
６
２
０
円
）
を
ひ
も
と
け
ば
、

目
か
ら
厚
い
鱗
が
落
ち
る
は
ず
で
あ
る
。

　

①
震
災
後
、
県
外
で
暮
ら
し
て
い
る
福
島
県
民
は
何

％
か
（
２
、　

、　

％
）、
②
県
内
産
米
で
放
射
線
量
が

１２

２２

法
定
基
準
を
超
え
て
い
る
の
は
何
％
か
（
０
、
８
、　
１８

％
）、
③
日
本
の
野
菜
の
法
定
基
準
値
は
キ
ロ
当
た
り

１
０
０
ベ
ク
レ
ル
だ
が
Ｅ
Ｕ
は
い
く
ら
か
（　

、
２
５

５０

０
、
１
２
５
０
）、
④
震
災
後
に
福
島
で
上
昇
し
た
の
は

ど
れ
か
（
出
生
率
、
離
婚
率
、
中
絶
率
、
流
産
率
）。
本
書

は
こ
う
し
た
数
字
を
多
用
し
て
「
復
興
・
人
口
・
農
業
・
漁

業
・
林
業
・
２
次
３
次
産
業
・
雇
用
と
労
働
・
子
ど
も
」
に

つ
い
て
福
島
の
現
実
と
直
面
す
る
課
題
を
解
明
し
て
い

る
。
平
易
な
文
章
と
、
興
味
深
い
展
開
、
そ
し
て
本
質

を
突
い
た
議
論
に
よ
り
、
４
０
０
ペ
ー
ジ
の
厚
さ
も
苦

に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
か
つ
て
本
欄
で
紹
介
し
た
『
知

ろ
う
と
す
る
こ
と
』『
い
ち
え
ふ
』
と
併
せ
て
お
勧
め
し

た
い
。
さ
て
設
問
の
答
え
は
①
２
、
②
０
、
③
１
２
５

０
、
④
な
し
。
正
答
率
５
割
に
は
い
っ
て
ほ
し
い
…
。

玳　

参
議
院
選
、
統
一
地
方
選
で
共
産
党
の
躍
進
が
目

立
つ
が
、
新
聞
雑
誌
の
分
析
は
質
量
と
も
に
低
調
で
あ
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る
。
自
民
一
人
勝
ち
の
弊
害
も
随
所
に
現
れ
る
中
で
、

党
内
外
か
ら
の
適
切
な
問
題
提
起
や
批
判
が
待
た
れ
る

と
こ
ろ
だ
。
数
少
な
い
、
長
期
に
わ
た
る
共
産
党
ウ
ォ

ッ
チ
ャ
ー
が
書
い
た
村
岡
到
『
日
本
共
産
党
を
ど
う
理

解
し
た
ら
良
い
か
』（
ロ
ゴ
ス
、
１
６
２
０
円
）
は
組

織
、
理
論
両
面
で
実
態
分
析
と
鋭
い
問
題
提
起
が
な
さ

れ
て
お
り
、
タ
イ
ミ
ン
グ
的
に
も
見
逃
せ
な
い
。
特
に

長
老
と
し
て
な
お
実
権
を
握
る
不
破
哲
三
氏
へ
の
厳
し

い
批
判
は
説
得
的
だ
。
長
文
の
「
石
橋
湛
山
論
」
が
収

録
さ
れ
て
い
て
著
者
の
深
い
関
心
が
う
か
が
え
る
。

珎　

人
の
話
に
耳
を
貸
さ
ず
自
分
の
意
見
ば
か
り
押
し

通
そ
う
と
す
る
人
が
や
た
ら
に
目
立
つ
。
片
田
珠
美

『
他
人
の
意
見
を
聞
か
な
い
人
』（
角
川
新
書
、
８
２
０

円
）
は
前
書
き
で
の
痛
烈
な
安
倍
首
相
批
判
か
ら
始
ま

る
。
要
す
る
に
自
ら
の
プ
ラ
イ
ド
が
大
事
で
、
黒
か
白

か
し
か
な
く
、
実
は
自
信
が
な
い
人
々
。
そ
れ
が
集
団

に
な
る
と
も
っ
と
恐
ろ
し
い
。
組
織
で
も
家
庭
で
も
自

己
中
心
的
な
人
ば
か
り
増
え
て
い
く
日
本
の
未
来
は
大

丈
夫
か
。
自
律
と
い
う
面
で
も
、
ま
た
周
辺
の
困
っ
た

人
へ
の
対
処
法
と
し
て
も
参
考
に
な
る
。

玻　

タ
イ
ト
ル
か
ら
想
像
し
た
よ
り
も
ま
っ
と
う
な
本

だ
っ
た
。
雲
田
康
夫
『
豆
腐
バ
カ
』（
集
英
社
文
庫
、

６
２
６
円
）
は
ア
メ
リ
カ
駐
在
員
と
し
て　

年
、
豆
腐

２０

を
売
り
込
む
た
め
に
悪
戦
苦
闘
し
た
森
永
乳
業
社
員
の

ビ
ジ
ネ
ス
戦
記
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
社
会
と
文
化
、

現
法
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
と
い
う
よ
り
率
先
垂
範
の
営

業
活
動
）、
東
京
と
出
先
、
な
ど
暗
く
な
ら
ず
が
ん
ば

り
抜
い
た
男
の
、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
成
功
物
語
で
も

あ
る
。
海
外
に
限
ら
ず
企
画
や
販
売
に
か
か
わ
る
産
業

人
に
は
大
い
に
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。��
��
（
純
）
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